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研究成果の概要 

 

未踏の探査空間としてナノ空間傾斜格子歪場(空間反転対称性破れ)を活用することで、 結晶

場/点群制約を超えて新規物性（Flexoelectrisity：堯電性)を創発し、電気とスピン両双極子共存を

目指している。さらに磁性体におけるスピゆらぎの制御により、室温以上でのスピングラスを実現し、

僥電性と組み合わせることで低エネルギー動作可能な脳機能模倣型情報処理素子を実現する 

（設計・計算 G） 

チーム内連携で逆スピネル構造を有するMgFe2O4に対して、多階層連結シミュレーションにより

スピン凍結温度の配置依存性を評価し、四面体配位へのMg部分占有によるスピン凍結温度低

下を明らかにした。また正弦波状の変位構造を有するスーパーセルを仮定した傾斜格子歪のモデ

ルを構築し、変位による電気分極の空間変化を計算することでフレクソエレクトリシティ係数を予見

できる手法を開発し、最初の例としてペロブスカイト系に適用した。 

（実証 G：新規材料創製） 

圧縮及び引張歪みを受けた希土類鉄ガーネット薄膜（フレクソエレクトリシティ系）において、臨

界膜厚付近で空間反転対称性が低下し、軌道磁気モーメントの増大を明らかにした。また引張歪

み系では約 3%の大きな格子不整合存在下でも格子緩和せず転位発生が抑制され、高効率なス

ピン波伝搬を維持していた。マグノニックデバイス応用への発展が期待される。 

（評価 G） 

広帯域テラヘルツ分光法により、GGG、YIG、SGGG の各種ガーネットの光学フォノン分散の温

度依存性を測定し、設計・計算 G の理論計算と比較することにより、陽イオン置換や温度変化によ

る共鳴周波数シフトに関する因子の寄与を分離し定量的に分析することに成功した。また、Si 基板

上に作製された(Hf, Zr)O2薄膜により誘起された Si表面ポテンシャルの変化を、独自に開発したテ

ラヘルツ放射分光法により非接触かつ定量的に見積もることに成功した。 
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